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春日部地区浦高会『喫茶去』２０１８年９月３日 第２９０号（文責：香田） 

 

●私の会員スピーチ・その３ 

 9 月 2 日の春日部地区浦高会で行った会員スピー

チ「同窓会にどっぷり浸かって 17年」の続きです。 

 ◇  ◇ 

４．やるからにはみんなが楽しい活動を 

◆春日部地区浦高会の転機は石井（中 48回）会長

から三輪（15回）会長へ 

 春日部地区浦高会の大きな転機は、創立から 5年

目を迎える 2005 年度 9 月総会前のことでした。

石井会長から三輪新会長に引き継がれ、幹事会で三

輪新会長からこんなお話が出ました。 

「これまでの春日部地区浦高会は、会員相互の親睦

を図ることが主体でしたが、事務局長も香田さんに

なって若返るわけだから、新しい取り組みを思う存

分に企画してほしい。私も全面的に協力しますし、

幹事の皆さんにも積極的に協力してほしい」 

と、私が事務局長を指名されるとともに、新しい目

標まで与えられてしまいました。 

◆春日部に浦高同窓会あり 

 この頃の春日部地区浦高会は、まだ地域で認識さ

れるまでは行っていませんでしたが、積極的に同窓

会の役職が入った名刺を作ったりしながら、さまざ

まな場面で「春日部市に浦高会あり」と言えるよう

になりつつありました。 

 

◆一泊旅行 

 会長が交代して最初に企画したのが、鬼怒川温泉

への 1泊旅行でした。総会、懇親会、そして 2次会

でカラオケと大いに胸襟を開いていただきました。 

◆バス旅行 

 その後、「一泊は難しくても、日帰りであれば出席

したい」という会員からの申し出もあり、バス旅行

を企画しました。 

2007 年５月の「初夏の春日部・野田名所めぐり」 

2009年 10月の「坂東の旅」 

2010年５月以降 3回の「東京リバークルーズ」 

＜久喜麗和会との合同企画＞ 

2013年４月の「川越の桜と歴史・文化を楽しむ！」 

2014年３月の「桃の花咲く古河を味わう」 

2015 年４月の「浦高百年の森と鉢形城の旅」

2016 年４月の「醤油のまち・野田／春の探索旅」

2017年４月の「久喜の春を楽しむ会」 

2018年５月の「こうのとりの里・野田を訪ねる旅」 

◆家族同伴の総会 

 2007年 9月の総会では、家族同伴の機会として

オーボエ奏者の渡辺克也さんを招いての演奏会を楽

しんでいただきました。 

◆お茶会も体験してもらって 

 私のお茶と賀詞交換会を重ねて、2007年は「抹

茶を自分で点ててみよう」、2008年は「茶席体験」。 

楽しい活動から社会貢献活動へ！ 
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◆母校浦高の今も体験 

 2015年10月にはリニューアルなった麗和会館

資料展示室などの浦高施設と、浦高生たちの授業を

見学する「浦高公開授業と浦高施設見学ツアー」。 

◆春日部地区浦高会の 17年間の歩み 

この 17 年間の歩みを 11 ベージの後半から 13

ページに掲載していますが、親睦を深めた 4 年間、

5年目から9年目までは積極的に会員の親睦を重視

するとともに事業展開をはじめています。10 年目

からは地域貢献活動に取り組みはじめた時代という

ことができると思います。 

  ◇  ◇ 

５．あっと言う間の 17年、今日も浦高さん？ 

◆創立 10周年記念事業 ⇒ 環境づくり 

 浦高百年の森に対して、鎮守の杜を 

 そして転機がまた訪れます。10 年度目を迎える

に当たって、三輪会長から出された大きな課題です。 

「春日部地区浦高会も、会員相互の親睦も随分と深

まったと思います。全体同窓会でも 110 周年記念

事業の『浦高百年の森』事業をスタートして社会貢

献をはじめたように、そろそろ春日部地区も創立

10 周年を迎えるので、社会貢献活動に取り組んで

みたいと思うのです。何か企画を立ててもらいたい。

ただ、会員が喜んで参加できるような事業であるこ

とと、会計が困らない程度のことで考えてほしい」

と私にとって「三兎を追え」の課題が出されました。 

 そこで、埼玉県の補助金を活用して「全体同窓会

が環境をテーマとして荒川の源流の山を守り育てよ

うというコンセプトなのだから、県東部に位置する

春日部の古利根川沿いで植栽を通じて環境保全に努

めようというのは大義がある」ということで社会貢

献活動としての「春日部麗しの杜事業」を提案し、

皆様のご理解を得て実施しました。 ＜つづく＞ 


